
車掌をはじめ駅係員の対応だけでは
駆け込み乗車はなくならない！

列車の運行を妨げる悪質なかけ込み乗車防止するためのあらゆる対策の実施を
JR東海労名古屋地本は、頻発するかけ込み乗車を防止するためＪＲ東海会社に対

し、申５号「ホーム場の安全に関する申し入れ」をしました。

これまで、車内放送をはじめ、ポスターなどを活用しかけ込み乗車の危険性を訴

えて来ました。しかしかけ込み乗車はなくなりません。最近では発車直前にもかか

わらず列車に近づいたり、閉まりかけ

た扉に傘や、カバンなどを挟むなど悪

質な行為も見受けられます

旅客のモラル向上も必要

これまでドア挟み事象が発生すれば

まず車掌の責任が問われています。こ

れまでの車掌のみの注意力では限界が

あります。列車の運行に影響する、悪

質なかけ込み乗車は列車妨害に匹敵し

ます。会社は防止策をソフト、ハード

両面から考えるべきです。

私たち旅客自身のモラルにも訴えるこ

とも必要だと思います。
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